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中学校での多読指導の試み

畠山 虞子

1 なぜ､中学校で ｢楓 ｣をとりいれようと思ったのか｡

中学校という場で､生徒に英語を教えて30年｡長期の現職折修を受ける前まで

は､正規の教室内での指導法に関心があったが､岩手大学の教育学部のReadingク

ラスを受けて ｢多読｣に大変興味をもった｡授業では､多読･速読の skiuを学び､

宿題はpenguinの6､5レベルのGrdedReadersの本や､authendcchildren'shtera仙e

をどんどん読み進めるという教え方で､読後は簡単なレポートを英語で書いて提出

するというものであった｡自宅から大学までの通学時間と寝る前の時間を ｢多読｣

にあてていた｡実に楽しいひと時であり､制限された語嚢を使っているので､どん

どん読み進めることができた｡若い頃に敬遠していた古典文学も､GRならとりあ

えず読むことができ､粗筋が把握できることも貴びと満足を引き出しただけでなく､

次の本の選択が楽しみになるほどであった｡

200語レベルのGRなら､中学3年生からできるかもしれない｡もしも､中学

の段階で､英語の読書の楽しさを-1蔓体験すれば､それはきっと持続するだろう｡

学校に頚鈷fjされるのでなく､受験のためでなく､内発的な意欲に一旦火がつけば､

燃え続けるだろう｡

現場に戻ったら多読を生徒に試してみたいと強く思うようになった｡今まで牌 旨

導しかしてこなかっただけに､中学校での審封旨導の試みの潜在的な可能性がまぶ

しく感じられた｡

多読は次の点で有効であると思う｡

(1) 教科書だけの精読だけでは､英語のインプット量が絶対的に不足

(2) 教科書は､内容 (メッセージ)を伝えるためというよりも言語の構造や文法

を教えるための教材であって､生徒にとっては興味が湧かない｡

(3) 多読は､わからない単語があってもスキーマを利用して､概要をつかむ訓練

に､適している｡

(4) テクストの書き手と ､読み手のsilent-int町aCdonという認知心嘩学的楽しさ

がある｡

(5) 自分が興味をもつ本を､自分のスピー ドで読むという自己選択の自由が､能

動的な学習意欲を引き出す｡

(q 多読によって､状況設定の中で使われる新語が､言い換えられているので､

英語で語嚢の意味を推測していく｡
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(7)登場人物､場面を生き生きとさせるような表現に出会うことができる.

(8)海外を舞台にしているので異文化理解ができる｡

(9) 内容を追うので､習った英文法を意識せずに活用していくことができる｡

(10)個々に読む本が異なるので､読後の感想の交流から､ネットワークができる｡

2 先行研究例

2-1北尾謙二 1卵2 ｢インターネットを指導した多読と英作文指導の試み｣

英語教育学会商東北研究紀要

2-2藤原宏之.1991 ｢多謝 旨導のこころみ｣英語展望,97号

2-3鈴木寿-.1994 r̂-パーバック ･クラ7Jの試み.現代英語教育 7月号

214薬袋洋子.1993 ｢リーディング ･マラソン｣多読f旨導の-試み.

現代英語教育 7月号

2-5杉田由仁.1992 ｢大学生を対象とした遠討 旨導の効果｣山梨教育人間科学

部紀要 4巻 1号

2-6長勝彦.1996 ｢私のリーディング ･マラソン｣現代英語教育 8月号

2-7山内畳 1985 ｢中学校のおける速甜 旨導の試み｣関東甲信越英語教育学会

研究紀要

2-8池上博.1996 ｢概要を読み取るリーデング 速読の時間を設けて｣

219渡辺時夫.1996 ｢新 しい読みの指導｣(三省筆)より

2110吉岡資芳/西洋-.2α叫 ｢理系クラスでの多読授業｣

2-ll KevinBergm叫/酒井良介2M ｢ネイティブ ･スピーカーの多読受業｣

2-12 薬袋洋子2α叫 ｢多読マラソンで `̀読むソー"で42.195kmに挑戦｣

2-13 中沢賢治.2M ｢読み聞かせから多読へ :塾での試み｣

2-14 村野井仁2〔桝 ｢第二言語習得研究から見た多謝 醒 ｣

3-10-14は､英語教育vbl.52,No.12

3 R蝕 改代hQuestions
3-1 英語の学力が高い生徒の方が､英語の学力の低い生徒よりも読解力が伸び

る傾向があるか｡(校内実力テス トの偏差値､読解事前テス ト､事後テス トの

比較分析)

3-2 母語による読書好きの生徒の方が､そうでない生徒よりもGRに興味を示

すか｡(アンケー ト､読んだ総語数の増加)

3-3 内発的な英語学習意欲の保持になるか｡(アンケー トの記述を分析)

3-4読解ス トタテジーは､明示柑 旨導がよいか､暗示晦 旨導がよいか｡
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(アンケートの記述を分析)

3｢5中学3年生はどのようなジャンルのGR'を好むのかo

4 HowtoResearch

4-1対象 :中学3年生の希望者

4-2場所と時間:2004年2月の月曜日､水曜日の放課後

中学校の普通教室で6回､｢多読講座｣を開く

4-3第1回目と6回目の講座で､事前 ･事後のアンケートをとる｡

4-4第1回目と6回目の講座で､事前･事後テストを行う

第1回多読端座(Motl,2m) 23名出席

(1)αientation(プリント)

この講座の目的､方法､証明について

(2)p'e-伽esdonary(プリント)

(3)pre-test事前テスト (合計20題)

40minutes

5minutes

10minuks

20minutes

17

1部 "shoppingDay"(86語)/veryhsyTrueStories,IDngman

語嚢問題5題 とTP問題5題 帥 句
2部 英検4級､平成10年度第1回長文読解､"An IntertsdngJob"

(150語),wh-Qの4択問題 5題 (｢英検4級全問題集｣,旺文社2m )

3部 英検3級､平成9年度､第1回長文読臥 ''KdsandMoney"(240語)

wh-Qの4択問題 5題 (｢英検3級全問題集｣,旺文社1999)

(4)多読記録ノート記入の仕方の説明

(5)αdedReadersの紹介 (語数リストも添えて)

他の教科書の紹介 (多読用教材選択と語数を添えて)

【反省と観察】

(1)事前テスト1部の問題の指示文にが､全部日本語訳をつけるべきであった｡

最初の問題の指示がわからない生徒が7人位いて､口頭説明する｡

(2)多読ノーと記入説明後､GRに群がって手にとって見ている｡驚嘆とうれし

さのどよめき｡男子3名が､女子の壁の脇から覗きこみ､スポーツ英雄の本

を取る｡(3)GRの展示は､給食台の上では狭すぎた｡机を合わせて全部の魅力的な表紙

がよく見えるように展示すべき｡

(4)rパスコ･ダ ･ガマ｣をいう活字を読み取れたと､満足そうな顔の前列の生
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徒｡歴史上の人物の名を英語で読めた感激｡

(5)窓側の前の､18冊の他社の教科書には誰も見向きもせず｡

第2回 多読姓 ovdl/4) 21名出席 40minutes

スキル演習用のテキストはMiknlecky,B.(1997).BasicReadingPower,bngman

(1) cbmpreherk;ionSkilk lOminutES

Unit1:ScanningForKeyWords p〆･245

① 喜んでやった｡同じ単語を､その列の単語から見つけ出す問題｡スイ

スイ感覚がいいよう軍｡

② h.1-6まで ｢どんどん｣やる｡ "sGmning" という英語､を感じ

取ったようだ｡

Unit2:ScmnmgForlnformation pp52153

① 絵､情報の字が不鮮明｡また､食べ物の名前､値段の見方｡ozの単位

などの情報になじみがないので､戸惑っている｡

② Ex3-A の問題が英語で書かれてあり､1-10の問題の日本語訳を

生徒によっては､説明しざるをえなかった｡

(2)Ⅵ淵bularyBuilding 10minutes

Unit2:Thel00Words plO4,pl(汐,pllO,plll

① 100のリストを事前に見たとき､｢ああ､この程度なら｣できるだろ

うと思いこんでいた｡しかし､これらのリストから B【.7のように､あ

る対話文の中に挿入する問題となると､対話の流れを理解してないとで

きないので､時間がかかっていた｡

② B(.8 これは擬クローズドテストに似ている ｡しかも隣にパズルがつ

いている｡a(.8と同レベルであるが､パズルがあるだけで､身近に感じ

で､それが簡単であると思うことがわかった｡

(3) ThhkingSkills 15minutes

herck 1,2 (p1301P132)

これなど､いきなりでなく､Ex.1を例題として解いてみせれば､取り組み

やすかっただろう｡集まった生徒の能力幅の広さをみると､英検読解問題

とは異なる形式自体に慣れてないので､不安を感じたようだ｡

(4) pleasureReading 5minutes

各自が好きな本を読む時間が5分だけとなる｡

【反省】

(1)から (3)までのスキル指導で35分｡自由読書が5分程度になってし



No.6(2004) 19

まう｡

1日目は風雅で欠席し､今日が初めての生徒は､失望したようだ｡男子3人は､

読みが続かず､終わりの合図前に帰る準備をしている｡恐れていたとおり､3

回目からは男子はゼロ出席となってしまった｡

2回目には､漫画2冊､またレベルの高いGR と絵本2冊も加えた｡

｢あっ､ビー トルズだ｣の男子の声｡漫画､絵本とも生徒は興味を示した｡

辞退の生徒が4名出た｡塾がある｡列車に間に合わない､などが理由｡

嬉しかったのは､200語レベルのTheOJPindleForestを10分で読んだ生徒

がいたこと｡本を片付けるときに､周りの生徒に内容を披露している｡

第3回 多読講症(MonlP) 20名出席 40minutes

BasicReadingPowerを使用しての､払 mprehensionskiJIs,Vm bularybuilding,

Thinkingski])の演習をやめて､VeryE誠yTrueStoriesPeyq,Sandra_1998.IAngman)

の'ElevatorRomand'blqの違和 WM の測軍)にする｡

黒板に10秒きざみでタイ4を書き､10秒たったびに斜線をひいていくO生徒は各自

自分の読み終わり時刻をプリントに記入する｡1度目は漫画付丸 2度目は漫画なしの全

く同じであるが長文になっているものを読む｡その平均時間をWPMにする｡生徒にとっ

ては､｢速読｣は初めてであり､トピ ッ苑 微笑ましく大変興味をもって取り糸臥ノだO

｢こんなテストなら､またやって欲しい｣というコメントを書いてきた生徒もあっ

た｡

第4回 多読講匪(M on246) 9名出席 40minutes

期末テスト前日のためか､出席者が少ないo

前回と同じ本を使っで'ASonforMr.andMrs.Aversa?HのWPMの測定｡

35分は自由読書とする｡静かに読んでいる｡ロマンスもののある展開で､思わず声

をあげてしまって赤くなっている生徒あり｡音読したくてたまらないのか､背筋を

伸ばして気持ちよさそうに､口をぱくつかせている生徒あり｡終了時刻を過ぎても

黙々と読んでいる｡時間だから､帰っていいと言っても誰も立ち上がらない｡目も

上げない｡5分､また5分｡また5分｡ついに ｢先生,これ家にもって帰って読ん

じゃダメですか｣と｡断るのがつらかった｡出席者の数に享翻旦していた気持ちが､

出席者の質で ｢希望｣に塗り換えられる｡通常の授業でない､しかも期末テスト前

日であるのに集まった生徒から､｢英語感動｣をもらうとは ! GRが読書好きの生

徒を釣り上げるのだろうか?
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第5回 薪掩鞄垂(M om.2J23) 11名出席 40minutes

専門委員会があり､同時並行で多読となる｡場所は理科室に変更｡これが生徒

先生にも徹底しておらず｡開始時間があってないような状況となる｡ストーブの前に

イスをもって静かに読書するもの｡後ろのストーブにへばりついてる2名は､本を読

みつつ私語を交わす｡私の視線を感じて､本に目を向ける感覚は､敏感らしくあえて

注意せず｡この2人以外は自分の選んだ本に集中している｡周りを気にしてない｡場

所も気にしてない｡終了時間になって英語部の生徒が後始末しているが､｢ああ､あ

とこのページを読めば､この章が終るから､ちょっと待って - ･｣と､本の箱の前

で立って読む｡

黄色のカー ドに今までの総語数を記入させる｡｢ちょっと待って｣の生徒は､最高

の総語数の10419語読破であったo彼女の年間読書量は180から240冊という｡

第6回 多読講座ovdlJ25) 25名出席

(1) 事後テスト- ･･･- ･20minutes

40minutes

1部 M̀aryWalksHome'(102帯yveryhsyTrueStories,IAngman(ppl0-ll)語

垂問題 5題と TG問題 5題

2部 英検4級､平成9年1回 "GmpingWidlFriends"(170語)

Wh-Qの4択問題 5題 (｢英検4級全問造築｣,旺文社2cm)

3部 英検3級,平成8年2回 "An IntemationalCity'(220鞄

Wh-Qの4択問題 5題 (｢英検3級全問題集｣,旺文社1卿 )

(2)事後アンケート

(3) pleasu陀 ReadingReFX'rlの整理と提出

(4) 評価

10minuks

10minutes

【結果と考察】

この回だけは､データーの集計もあり､登録者全員に出席するように､あら

かじめ話しておいてもらったので､ゼロ出席の2名除き､事後テス トを受ける

ことができた｡テストとアンケー ト終了者は､帰っていいと言ってあったので､

挨拶を交し合って終わりとなる｡全部書き終わっているのに､最後まで残って

いた2名｡ダンボ-ルに入れたGRをまた取り出している｡言葉にならないた

め息を本に吹きかけて｡｢先生のオススメは?｣と聞かれて､｢Olulotte'sWcb｣

と rTheGiver｣と答える｡彼女はアマゾンで取 り寄せたMatildaが家にあるそ

うだ｡教科書にある ｢葉っぱのフレデイ｣肘覗吾レベルですかと聞かれた｡

偏差値って何だろうか?多読への意欲と相関関係がそうあるようには思えな
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い｡点数をアップさせようインスタント効果と多読が直接結びつくとも思えな

い｡英語の偏差値が低くても年間50冊読む生徒は､全講座に出席し4106語読

み進めた｡彼女のWPMは37語である｡何が披女を続けさせたのだろうか｡

読解ストラテジーの根幹は､｢読みたい｣という内からの要求を持つ子と､そ

れに応える本との相互の ｢出会い｣がないと成立しない｡須賀敦子の ｢本に読

まれて｣の題のように､読まれるのは ｢読み手｣かもしれない｡

多読を経験した回数が多いと､読解ストラテジーは､読むほどに ｢自然にそう

なる｣らしいことが､アンケートの結果からわかる｡このことは､明示的に読解

ストラテジーの階段をのばらせなくてもいいということにTEEるのであろうか｡特

別にその演習をしなくても､自己選択した本を読むことで､自然に筋を追いかけ､

登場人物の成り行きを追跡して行く過程で､もう未知語も飛ばしても気にならな

くなるらしい｡とくに､初級は絵､写真が多く､漫画風のものも多い｡

5Resdt

6回の多読講座 (馳 nsiveReadingProgram)を終えて､次のようなことが､おお

ざっぱに感じられる｡

*は,アンケートより抜粋

5-1 3回以上の参加者は､事後テストの結果がよい傾向がある｡

512 2回以下の参加者は､事後テストで下がる傾向がある｡

5-3 辞退者は､次のような理由でやめている｡

多読が通常の授業と異なっていて､不信感を持つ｡

*多読をするよりも他の勉強をした方が､点が伸びると思った｡

*英文の量が多くて最後まで読めそうにない｡

*ノートを持ってきて書きたい｡単語とかをチェックしたい｡

未知語があっても先に進むことへの抵抗が強い｡従来の精読の影響で､

辞書で確かめて､日本語訳で確認しないと気がすまみい殻を破るには､気に入

った本との出会いが先決であろう｡

54 偏差値と多読の楽しさを感じるかどうかは､関係がない｡

自分で選択すること､自分の速度で読んでいいこと､いつでもやめることができ

ることが安心を生む｡好きな本に出会うかで､多読が進むか､止るかが決まる｡

*英語がズラーツと並んでいて､こんなの読めないと思うのではなく､一つひ

とつを読んでいく｡そうすれば､どんどん読める｡(噂を聞いて途中から参加

の生徒)

*自分の好きな本を見つけられて､自分のペースでやることができる｡
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*最初はよくわからなかったけど､やっているうちに読むのが楽しくなった｡

*わかると楽しいのは数学と十緒ですね｡

5-5 200語レベルでも､難しい生徒がいる｡

ReadingTree (OdbrdUni.)古埴 材が幼すぎる｡トラブルが起きると､水戸黄

門の印龍のように､M喝icKeyが解決するパターンは､中学生にはうけない｡2

00語レベル以下で中学生が興味をもてるGRがあるのだろうか?

東京書籍以外の6社の教科書を用意したので､時々はそれを読んでいた生徒も

いた｡それらの中から読み物教材を編集して､ペーパーバック風にすれば､近づ

きやすくなるかもしれない｡全部を読んだが､教訓性が漂い､｢道徳の教科書｣

的で､生徒の心が躍動するような題材には乏しい｡歩行器や､自転車の後輪につ

ける補助輪の役割だろう｡

5-6教科書にない語嚢でも､状況で推測していくことができる｡

517 偏差値60以上でもsuddenlyなどを知らない｡教科書にでてくる形容詞や副詞

があまりにも少なく思われる｡

5-8 教科書と違いを生徒が発見している｡

*教科書は文章が短いから前後判断が難しい

*教科書はいちいち説明されるから､読んでいて新しい展開がないし､いつも

知らない文法がでてくるから､読むのが楽しくない｡

*意味はだいたいわかるけど､習ったものよりムチャクチャというか､そんな

時もある｡

*教科書の文は端的であるが､多読用の本は奥が深い.叩IeBephantManを読ん

でい た生殉

*英語の擬音語が面白い

*教科書の後に日本語訳がのっているけど､多読では全くそんなことが出来な

かったので,精読の時より-も読むことが一生懸命できたような気がする｡

*会話などの部分では､多読の本の方が結構気さくな感じがした0

5-9 自分の読むスピードが早くなったと感じている｡

5-10 多読の種類､数には満足している生徒が多い｡

5-ll WPM測定を全員が楽しんだ｡

5-12 管哩問題｡(本は､その時間内で回収｡費用面で高額であり､数に限りがある

ので､貸し出しはできないでいる｡)

5-13 読めば読むほど､多読で読解ストラテジーを駆使していく｡

*文脈から判断したり､(未知語が)数語あるときは少し考えた.大抵は読み飛

ばしても､後の文でなんとなくわかった｡
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*いっぱい本を読んだから､周りから憶測できるようになった｡

*単語が最初はわからなくても､読み進めることで意味を理解できる｡

*文全体の内容や､前後の言葉から想像した｡

*絵がついていたので､わからない単語があっても予想がついた｡

5-14 受験期でもやってよかったと思った生徒が1名いる｡

*lDuis,thte,nriSの心情がつかめて面白かった｡こういう恋愛話 (TheWrong

by)は結構好きです｡受験時期でもいろいろ勉強になった｡

5-15 辞退した生徒は､必ずしも多読を否定しているわけではない｡

･ 時間の制 約 (塾に遅れる､列車の時間なり ･本の種類-の不満

5-166回講座であれば､最初と最後以外､自由読書の時間をとる｡読み進めれば､

進めるほどに､読解ストラテジーを､経験的につかんでいく｡B誠icReading

powerを読解ストラテジーのスキ)は旨導に使うには､中学生3年生は難しすぎ

た｡veryhsyTmeStoriesな､全編が100語前後で漫画､長文のなっている

上に､未知語が他の表現で置き換えられていて､英語を読む進めるとわかるよ

うな配慮があるし､信じられない本当の話でどの題材も生徒をひきつけたO

6 cmdedReadersについて

多読で使用したGRは次のものである｡

0Xford触 kwoJmSStaJter(250Headwordg) 18books
OxbrdB00kwormLibraryStage1(400Hedwordi) 25b00ks

PEnguinReadersEasystazts(200Headwords) 32b00ks

PenguinReadersLevel1(3WHeadwords) 43b00ks

OxfordReadingTreeStage7,MoleStoriesA 7books

6-1 ペンギンの2m語レベルと､Oxfordの250語レベルの比較してみると､ジ

ャンルの豊富さ､写真などで､Penguinを方が人気があった｡

6-2 0Xbdは､50語多いのだが､パラグラフ毎の読鰍 番号飛びの本は､

選択して読んで行くと､番号だぶりに合うこともあり､内容がとぎれる｡

6-3 Penguinの3W語レベルは､2W語レベルと余り変わらない感じがする｡Teens

storiesは､単なる淡い恋の大安売り､画一的な規格品かと思ったら､ヒネリ､

変化をつけてあり､女子中学生には､これがまた面白く感じるようである｡

*生まれて初めて外国のラブ ･ストリーを英語で読んでみて,中でもこの

IAVeOndleIceが最高でした｡

*外国の恋愛本もなかなか面白いですね｡日本との比較も面白そうです｡
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64 ペンギンのnon-Gcdon(タレントもの､スポーツヒーローもの)は､よく知られ

ている華やかな外面の情報でなく､内面的な信条や家系に関わる文化的背景など

に及んでいて読み応えがある｡

0XfoTdのrTheG)】destPlaceon血eEarh,MaJy,QueenofScots,MutinyondleBounty,

などの史実に基づくものは歴史や異文化への興味をかきたてられて､非常に面白

い｡

6｢5 場所の設定だが､これらを書いている人たちが､数編は受け持っているせいか､

場所の設定に偏 りが見られる｡英語圏の国が多く英国､スコットランド､米国､

豪州､ニユジーランドヤカナダとなっている｡

その他の国では､トルコ､スペイン､アフリカ｡

また､イギリス人とアメリカ人が登場するときは､アメリカ人を邦旅している視点から書

かれる傾向があるように思われた｡

スペインやインデアン(アマゾンとか)などを登場させるときに､白人側が､原住民へ

の｢上からの慈悲的態度｣で書かれていて､E.Saidのオリェンタリズム的な不快を感

じてしまった｡文化のステレオタイプ化を危倶する｡

616 Penguinの300語レベルとoxbrdの40 語を比較すると､種類や題材の豊富

さでは penguinに軍配があがるが､o血)rdには grdedredersというよりも､

hnguageLeamerLiteratu陀 と認めたくなるような優れた作品が多く､中でもQle

WayTicketは､たまたま--T緒に列車に乗 り合わせた乗客を通して文学的な香 りと

人生の悲哀が描かれ､読後の余韻が残る印象的な短編集である｡長野市内のある

中学校では､イギリス人のALTが､上級者対象に ｢謝 靴鑑賞)｣として選んだ

ものである｡

古典名作であるTheAdv飢 ttm OfTomSawyerは､pmguin の250語レベルより

も oxbTdの方が冒頭から生き生きとした会話で始まり､瞬時にトムの世界に読

者を釘付けにする｡

また､newi2NdofOzも､未知語が冒険を経て､氷が溶けるようにわかる仕

組みになっている｡最初にこれを選んだ生徒が､最後までこれを読み続けていた

ので､｢ドロシーの自分探しの旅｣に生徒にも引かれるものがあったのだろう｡

oxbrdのSherl∝kHolmesの2編は､GRであっても､最後まで読者をひきつ

ける魅力は変わらない｡Oxbrdは巻末に英語のglossaryがついているのも助かる0

日本の中学生読者獲得のためには､次のようなジャンルを開拓してほしい｡

1 人気アニメのGR

2 男子の友情もの
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penguinのTem Ston'esは､男女交際で悩む少女を､親友の少女が救うものが

あっても､男性どうしの友情がないのは､どうしてだろうか?

3 スポーツものをもっと増やしてほしい｡野球ヒーローが初級にない｡

4 車､バイク関連は全くない｡

5 異文化出会いがあるが､旅行であり､場所が広範囲ではないのは､上述した

通り｡

6 留学生体験記的なものがない｡

7 中国の壮大なスケールの冒険物語である ｢三国志｣は､男女ともにお気に入

りの本であり､このGRがあれば必ず飛びつくと思う｡

最初に選んだ本を､講座を通して読み続ける生徒もいたbまた誰かが読んだ後で

薦めるのか､同じ本を複数の生徒が読むという現象もあり､7クラスからの読者間

で､読後情報交換が気楽に行われていたことが予想された｡多読クラスが一種の

languageleanercommmityの芽になる可能性を内包していると思われる｡日本の中

学校では､クラス単位の結びつき､クラブ単位の連帯は強いが､｢多読クラブ｣的な

粋が生まれることを夢見る｡

2回目の読解ストラテジー指導用プリントが難しかったこと､それを理解させよ

うと時間を食ってしまって肝心のReadingforPleasu陀にならなかったことが悔やま

れる｡1回目にアンケー トと事前テストに時間がかかり､ショーケースから眺めて

いた振袖の感じだったろうに､2回目には､着付け寸旨導でなく､まず美しい着物に

袖を通させ､その感触を味わわせるべきであった｡

7 終わりに

2004年の2月に､多読講座を終えたばかりで､データ分析はこれからの作業

となり､隅earChqu6tioI鳩への明解な解答はこれからの脚 皆で ある｡

現段階では､1月の実力テストの偏差値から判断すると､多読は､ある程度の英

語力がある子は､読みさえすれ古封申びるだろう｡注目すべき点は､極端に英語力が

低く(WPM37)ても､年間50冊本を読むような生徒は､全講座に出席し､41

06語も読んでいた｡授業で浮かばれない読書好きの子にとっては､多読が

spriqgboardの役割を果たすことがわかった｡多読は自分に合う本を選択する意欲さ

えあれば､誰でもはまってしまう英語の魔法の釣り針ではなかろうか｡
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